
現存する滋賀最古のパン店「西洋軒」が100周年！
延べ3000万人が食べた給食のコッペパン、9月1日（金）から初の一般販売へ

約40年ぶりの新作パン！地元漬物店とコラボした「薫るたくマヨパン」も開発

1923（大正12）年9月1日に滋賀県大津市坂本で創業し、パンの製造・販売を行う株式会社西洋軒（住所：滋賀県

大津市、代表者：山岡 忠樹）は2023年9月1日(金)、創業100年を迎えます。100周年を記念し、これまで一般販売

を行っていなかった学校給食用コッペパンと地元漬物店「丸長食品」とコラボした新商品「薫るたくマヨパン」を同

日より期間限定で販売いたします。
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給食の人気メニュー「黒糖コッペパン」

■創業100周年記念！2種類のコッペパンを期間限定販売

創業100年を迎える西洋軒は、現存する滋賀最古（自社調べ）のパン店です。1989年4月からは、学校給食用

パンの製造も請け負い、現在まで延べ3000万個のコッペパンを大津市・草津市周辺の各学校へ提供しています。

創業日の9月1日（金）から100周年記念商品として、学校給食のコッペパンの中で1番人気が高い「黒糖コッペ

パン」とマヨネーズで和えた角切りの燻製たくわんをコッペパンに挟んだ「薫るたくマヨパン」の2種類を期間限定

で販売します。

学校給食用コッペパンの味わいを再現し、滋賀で学生時代を過ごした方にとっては懐かしい味を味わっていた

だけます。「薫るたくマヨパン」は、地元・大津の老舗漬物店「丸長食品」と初めてコラボした商品です。甘みのあ

る柔らかなコッペパンに挟んだ角切りの燻製たくわんのコリコリ食感がアクセントになり、甘じょっぱさがクセにな

ります。当社としては、約40年ぶりの新商品となります。

■商品概要
販売期間 ： 2023年9月1日（金）～2024年3月31日（日）

販売商品 ： 黒糖コッペパン（150円）、薫るたくマヨパン（280円） ※全て税込価格

販売場所 ： 【西洋軒 本店】

住所：滋賀県大津市坂本4丁目14-11、営業時間：7：30～18：30（売切れ次第終了）、

定休日：水曜・日曜・祝日・その他臨時休業あり

【パン工房西洋軒 ぜぜ店】

住所：滋賀県大津市竜が丘1-1、営業時間9：00～20：30、定休日：1月1日・2日

【スーパーサンライズ】（毎週火曜のみ販売）

住所：滋賀県大津市坂本7-33-59、営業時間：10：00～20：00

※今後、オンライン販売をはじめ販売店舗の拡大やイベント出店など予定あり

「丸長食品」とコラボした「薫るたくマヨパン」

【本件に関するお問い合わせ】

株式会社西洋軒 担当 ： 時田 TEL ： 077-578-0111 E-mail ： syo0726t1988@gmail.com

創業当時の「西洋軒」店舗



【本件に関するお問い合わせ】

株式会社西洋軒 担当 ： 時田 TEL ： 077-578-0111 E-mail ： syo0726t1988@gmail.com

■会社概要

社 名 ： 株式会社西洋軒

代 表 者 ： 山岡 忠樹

創 業 ： 大正12年9月1日

事 業 所 ： 西洋軒 本店【住所：〒520-0013 滋賀県大津市坂本4丁目14-11、TEL：077-578-0111】

パン工房西洋軒 ぜぜ店【住所：〒520-0803 滋賀県大津市竜が丘1-1、TEL：077-527-4585】

ウェブサイト ： http://seiyoken.net/index.php

Instagram  ： https://www.instagram.com/seiyoken_1923/

是非、貴社媒体での掲載のご検討をお願い申し上げます。ご不明な点がございましたらお気軽にお尋ねくださいませ。

■西洋軒 看板商品のご紹介

■4代目・山岡 忠樹のコメント

創業以来、学校給食、生協や地域商店への卸し、自店舗展開を主事業とし、地域

密着型の販売網を構築してまいりました。長年、作り続けてきた商品がレトロと評価

を得て、全国各地からもご用命をいただくようになりました。

9月1日からは、学校給食で1番人気の「黒糖コッペパン」と地元漬物店とコラボした

「薫るたくマヨパン」を100周年記念商品として販売します。

今後も地域密着を基本理念としつつも、全国各地の皆様にも知っていただけるよう

精進してまいります。
4代目・山岡 忠樹

【石積みのパン】 【近江牛カレーパン】

現在の西洋軒 本店

■西洋軒 創業100年の歩み

初代・山岡延治郎が1923年9月1日に滋賀県大津市坂本で創業し、100年間パンの

製造・販売を続けてきました。添加物を使わない「安心安全」と地元の産物を地元の

お客様にご提供する「地産地消」にこだわり、現在、4代目がのれんを守っています。

第二次世界大戦中の統制経済下では陸軍糧秣庁指定工場となり、終戦後は食糧

庁指定のパン製造、配給工場として稼働しました。統制撤廃後は、西近江一帯の特

約販売店網へ製造・販売を再開。学校給食法の制定により、1989年4月から滋賀県

学校給食パン指定工場となり、現在は大津市・草津市・栗東市・高島市全域の学校へ

給食パンを供給しています。

西洋軒 本店、パン工房西洋軒 ぜぜ店では、地元の方を中心に昔ながらのレトロな

パンが親しまれています。

【パピロバターパン】

門前町・坂本に現存する戦国時

代に築城の名手として名を馳せ

た穴太衆の石積みをイメージし、

クルミやレーズンでゴツゴツ感を

再現。春～夏はうぐいす餡、秋

～冬は栗餡を包んでいます。

ふんわり柔らかなメロンパンにク

リーミーなバタークリームをたっ

ぷりサンド。昔懐かしい味わいで、

幅広い世代から愛される商品で

す。赤と黄色の昭和レトロなパッ

ケージも人気です。

厳選した近江牛を使ったカレー

をたっぷり包みました。ゴロゴロ

した肉の食感と深いコク、スパイ

シーな風味がクセになります。


